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内 容 梗 概

【ニトト囲有鉄道尤稜郭駅に納入されたAXC-3C形クロスバ交換機は,新しく立案された国鉄全円回線

網上の標準端周として設計されたものである｡

交換方式としては,クロスバ~交換機の特長を十分に発揮できるように全共通制御ノJ式を採川し,さら

に運用｣∴ナンバグループ,トラフィック測定装置などの併設により,加入者サービスおよび交換能率を

向上するよう考慮されているし･･また本交換機は無人局用に設計されており,併設されたトラブルレコー

ダの読みは,数種煩の障宇内容にまとめてl′l軌捌こ瑚廿如こ転送表示され,また紺･苛の試験台からほ面接

本変換機の接続試験,回線試験が可能である･･

】.緒 言

沌来,日本l二･相鉄道においては,鉄道輸送のサービス

向上,運常経費の合邦化など,いわゆる鉄道の近代化と

いうことが大きく収り上げられ,その-･裁として鉄道事

業の神経ともいうべき鉄道通仰こついて全l一司トールダイ

ヤルを目標とした調査研究が行われた.-ノ.本F-Ⅰ動交換機は

この調査研究の結果,日本国有鉄道において立案された

交換全l-･川動化回線網計画ならびに番け計画に掛､

て設計されたクロスバ式日動交換機の第1号機であっ

て,その成尖がi｣LHされているが,昭和33年3月閑適

し,以来好調iこ運転を続けている(〕

合共通制御式クロスバ交換機ほ,従来のステップ･バ

イ･ステップ式交換機に比べて各種のすぐれた特長を持

っていることほ,すでに周知のところであるが,-一億そ

のおもなる特長を要約しで卜記に列挙する｡

(1)通話路を形成するクロスバスイッ刊･も機械的

な摺動部分がなく,貴金属接点を使川しているので雑

音が少なく,通話品質が優秀である｡

(2)｣三要部品としては長寿命で高性能のクロスバス

イッチ,ワイヤスプリング形の各種リレーおよびリー

ドリレーを使用しているので

も非常に 減されるし｡

保4一浩経費

(3)加入者番弓･と加入者の収容位間とが無関係であ

るということばクロスバ交換機の一大特長であり,後

するようにナンバーグループの採用によってきわめ

て自由な加入者番号をとることができる｡また市外局

番号の識別も,共通装置であるレジスタまたほマーカ
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などによって行われるので,番号の変更が容易に行わ

れる｡

(4)交換方式上の特長としては,交換接続に関する

制御部分を共通に設けることにより,容易に各種の高

級な交換接続機能を持たせることができ,融通性に1■す

んでいる｡すなわち,あらゆる接続をつかさどるマー

カほ,単に接献を行うのみでなく接続ごとに各種の温

緑地気の試験,通話線の二 接続試験なども行うの･

で,障繋を大~_ト如こなる前に発見することができ,また

後述するトラブルレコーダの併用によって品質管理的

なf粁烏:を行うことが可能である｡そのほかに,各種サ

ービスクラスの識別,番号
換,迂回中継などの機能

も共通制御■方式であれば容易に付加することができ

る｡特に巾経線装遣の選択に して完全群の群構成の

が大きいことは回線能率の向上にきわめて有利で

ある｡

以上のほかにクロスバ交換機の特長として,一般的に-

ほ交換速度の迅速性,4繰式中継交換が容易なことなど

各種あるが(1)(2),本文では国鉄全同トールダイヤル番号

計画への適は性,無人局として設計された

トラフィック測定を中心にして紹介する｡

点ならびに

2.日本国有鉄道における回線網構成

ならびに番号計画

日本lこj柏~鉄道における回緑網構成ほ,

総 括 局

中 心 局

端 局

(従 局)

の4段掛こ分れ,これらの局の問には由二属上位闘こ対し▲■
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‥結書主局

中⊥月

賦 局

実績=基幹回線

宍頗=直通回稽

須1聞 置 ん..)偶 成

ては基幹州税れ設けられ,事業運営上特に密接な関係に

ある局相互間にほl白二鳳･傾が設備される｡弟1図はこれ

を示したものであるJ

番け計画は中心局区画を閉鎖番号地域とした重合番号

計画であり,中心局区画内の呼は"CXXX",中心局

区画外への呼は"OABCXXX"をダイヤルする.｡す

なわち中心局区画内でほ日中心局交換機に収容されてい

る加入者への呼であっても,あるい乙･ま端局への呼であっ

ても加入者番号4数字"CXXX"で統一される｡この

場合,"C''ほ"0""1""9"を除いた"2"(-"8"の

中の任点の数字であり,中心局区両内におけるいずれの

端局かまたほ小心局かは"C"によって区別される｡

また,中心局区画外への呼は"OABCXXX"の7

数字がダイヤルされるが,最初の"0"ほ自中心局区画

外への出中継呼であることを意味し,"A',ほ絵括局区

耐こ付与された番ぢ･,"B"は中心局区画に付与された

番号である｡したがって"AB"により全軌､ずれの中

心局屠画であるかがわかる｡

以上は加入者のダイヤルする番号であるが,交換機よ

り中継線に対しては次のような番号が選出される｡

中心局区画内の場合

端局より中心局へ

中心局より端局へ

中心局区画外への場合

端局より直

"CXXX"

"ⅩⅩⅩ‖

上位中心局へ "OABCXXX"

中心局より他中心局区画への中継呼

"1ABCXXX=

中継呼番号の最初の"1"は加入者ダイヤルの"0"を

変換したもので,これにより中継交換を迅速ならしめて

いる｡
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▼】一月数字ほスイノチあるいは装置数をホL,分子は当初の実装数,

分村は並終実装数を示す｡

ほ｣ノっ鰍電話機を増設する際実装する｡

第2図 中 継 ノノ式l_瑚

特殊許利こほ

"11Ⅹ"

"01Ⅹ=

の2瞳類があり,これらは小継台,案内台,記録受付台

などの台 の呼びの場合および共同相互接続の場合に

使用される｡台析ほ原則として端局にほ設置されない

が,共同印互通話および障害受付機能を端局に持たせる

場合,ステップ･バイ･ステップ式交換機のときに第1

数字Hで容易に中心局の特番か端局の特番か識別できる

ように01Ⅹと11Ⅹが設けられている｡.

3.中 継 方 式

弟2図ほ五稜郭局の中継力式を示したものである｡ス

イッチフレームほラインスイッチ,トランクスイッチの

クロスバスイッチ2段より構成され,ラインスイッチの水

平路にほ加入者を収押し,トランクスイッチの垂直路に

ほトランク配線盤(TDF)を介して日中継線装置(0/G),

入中継線装閏(Ⅰ/C),‖局内トランク(IOT),レ

ジスタ(REG)などの斧トランクが収容される｡この

スイッチフレームは,五稜郭の場合,加入者あたりの呼

量が多いので1フレームあたり加入者80回線が収容され

る｡~1初のフレーム実装数は4フレーム,したがって加

入者数ほ320恒幡ほで収容でき,最終的には点線で示す

1フレームを増設することにより400回線まで収容で

きる｡トランクスイッチの旧線側はフレーム間で複式接
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第3図 フレーム構成

トランク

統されているので,いずれの加入者からも各トランクを

捕捉することができ,いわゆる完全選択方式である｡

また,ラインスイッチに収容されている加入者と,ト

ランクスイッチに収容されているレジスタ,トランク,

レビータとの接続ほすべて,共通制御 置であるマーカ

により行われる｡すなわち,加入者とレジスタを接続す

るダイヤル音接続,白局内トランクと発信加入者および

着信加入者とを接続する自局内接続,発信加入者とHi中

継線装置とを接続する出中継接続,入中継線装置と着信

加入者を接続する入中継接続などの脊橙の接続種類があ

るが,マーカの接続動作上は,加入者からトランクスイ

ッチ側の各種トランクに接続する発信接続か,またほト

ランクスイッチ側の各種トランクより加入者へ接続する

接続かの二つに大別される｡したがって,マーカの

山路構成としては各種の接続に関して大部分のリレーが

共通に使用されるので,全体的にはさほど複雑なものに

ほならない｡

なお,マーカは上記のように 要な装吊であるため,

常用,予備の2回路を設けてあるので,万一1回路が障

害になっても自動的に予備回路に切れ替り,交換接続に

は全く支障をきたさない｡

4.フレーム構成

フレーム構成の詳細を弟3図に示す｡すなわちライン

スイッチはホーム(H),メート(M)の2個のクロスバス

イッチ(20垂直路×10水平路)よりなり,それぞれのス

イッチを4等分して,格子(4等分した5垂直路×10水

平路を格子と呼ぶ)を作る｡ホームおよびメートスイッ

チの各1個の格子の水平路を複式接続し,この水平路1

回路に加入者2回線を収容する｡(このクロスバスイッ

チほ各交叉点にほ6個の接点を有しているので垂直終に

切替リレーをおいて,6個の接点を3個ずつに切 え水

平路に2加入者を収容する)｡したがってホーム,メー

トの2格子あたり加入者を201咄税収拝することができ

る｡このような20同線収得のものが4個で,1フレーム

第1表 リンクブロック率(リサイクルなし)

第2表 リンクブロック率(リサイクルあり)

のラインスイッチには80回線の加入者を収容する｡ライ

ンスイッチの垂直路ほ各格子から5本,計40本の揖繰は

それぞれトランクスイッチの水平路に接続される｡トラ

ンクスイッチは一つのクロスバスイッチを二分割するこ

とにより10垂直路×10水平路の2個の格子(ホーム,メ

ーり にして香水平路にはラインスイッチからのH繰を

2本収容する(一つの水平路へ2同線収容する方法はラ

インスイッチの場合と同様である)｡トランクスイッチ

の垂直路からの出線には各種のトランクが収容される｡

ラインスイッチとトランクスイッチとの間の接続路を

リンクと呼ぶ｡ラインスイッチの脊格子からのリンク数

ほ5本である｡したがって,1個の格子を考えた場合20

加入者からの目線が5本であるため,呼最が多いときに

は当然リンク全ふさがりに遭遇することになる｡この確

すなわちリンクブロック率をリンク5本の場合につい

て1フレームに加わる呼量に対して示したのが弟1表で

ある｡本義はベルヌーイおよぴアーランの分布を仮定し

た場合について示している｡

また,本交換機のようにまずホーム側かメート側のあ

いているトランクを選択してから,リンク選択を行う場

合は,たとえリンク話中に遭遇しても,さらに反対側す

なわち最初ホーム側を捕捉した場合はメート側のあいて

いるトランクを再 択することにより,あいているメー

ト例のリンクを使用することができる｡このようなリン

択方式をリサイクルと呼ぶ｡弟2表にリサイク

ルの場合のリンクブロック率を示す｡本臼動交換機はリ

サイクルを行って,リンクブロック率0.005以下として

設計されているのでベルヌーイの分布に従うとすると,

1フレームあたり約848HCSまでの呼量を

できる｡

ぶことが

5.接続動作の概要

弟2図にしたがって本臼動交換機の交換接続の概要を
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5.1 自局内接続

(単独加入相互,および準独加入共同Ⅷl人用互接続)

さきに2.で述べたように,端局では小心uに加1入着

のダイヤルの第1数字を送州しなければならないので,

本交換機では加入者か送受器をあげるとただちに中心局

への山中継線装眉滝朝酒L,第1数字が終了して仁=古内

凝統であることがわかって初めて田中継純装置を開放す

るというスイッチング方式を採刑している-

まず,単独加入者が送受需をあけるとマーカが起動さ

れる｡-マーカほ発†｢;加入者を識別するとともく･こ聖レジス

タを選択摘採し,該発信一考をラインスイッチおよびトラ

ンクスイッチの2段のスイッチを経て,捕捉したレジス

列こ接続するしノレジスタはただちに発す.てレジスタリンク

を起動する｡発信レジスタリンクは空=中継繰装崗を捕

一捉し,レジスタと伸一巨継線装置との間にダイヤルパルス

のリンクを作り,レジスタからのダイヤル′くルスを山中

継線装置を経て中心Jl二三(函館后~))に 汁†する川路を作る

レジスタは中心局へのパルス送山回路が準備されるとた

だちに発仁者に発･f言持を送Fl-†する｡.発イ｢了者t･よこの発信音

を聞いたのち1月税単独加入者のダイヤル4数字を行うし

第1数字のダイヤル番引こよりレジスタほR局内接続で

あることを識別してFlユ中継線装置への【[-1路を切断する.

レジスタほその後全数ゴー}:の計数を

カを

えるとただちにマー

動する.｡マーカほレジスタから発信者の行ったダ

イヤル番けを受け入れ,これをナンバグループによって

スイッチフレーム上の位†勘二間訳する⊃ ナンバグループ

ほジャンパ端子による展開回路および抵抗あるいは整流

器マトリックスによる変換回路からなり,被呼加入者番

一号を加入者の収容位置を示すフレーム番号∴空前二群番号,

▲水平列番号などに変換する装置であるので,被呼加入

者番片と加入者のスイッチフレーム上の収容位眉とをま

ったく無関係にすることができる｡したがって,加入者

の収容は番号の制限を受けることなくクロスバスイッチ

に加わる呼量のバランスのみを考慮して行うことができ

るので,加入者番一別､J■ケの融通性および加入者サービス

を向上させることができる.｡ナンバグループで変換され

た表示によi),マーカはその後空白局内トランクを選択

捕捉し,被呼 が話中あるいほ受話器外しになし
】.｢ノ1.とカ

かを試験するJ話中あるいほ受話器外しでないときほ捕

親した臼局内トランクの被呼例の山練と被呼老とをスイ

ッチフレームのクロスバスイッチ2段を経て接続する.｡.

･接続完了後マーカは二重接続
験を行い,その後発信者

と今被呼者を接続した自局内トランクの発呼例の出線と

をスイッチフレームのクロスバスイッチ2段を経て接続

する｡接綻完了後マーカほ発信者例の二重接続試験を行

って復旧するこ 発信者が日局内トランクに接続されると

被呼者に呼f寸=.言旨が送出される.｡

また,もし出巾継線 把が全話中であってもダイヤル

苗ほ送川され,i■l局内接鰍こ関Lては動作が支障なく行

われる.._.

被呼老が諸小あるいは受話器外しのときには,マーカ

は発い者をライン′ロックアウトすることによって,発信

に請申吉を送｢11する.｡

叩■独加入共同Ⅷl入和互の場合も上記と全く同様に接続

される=

5.2 共同相互接続

共同加入者が送受益をあげると,上言己5.1墳の場合と

】r一利羨に発信者に発fト汗て■が送られる｡発信者せ共同和互番

け"112''をダイヤルすると,レジスタほこれを計数蓄

漬し,共l一一川.1互接綻であることを識別してマーカを

する(ニマーカほ今レジスタに接続されている発H者を

動

二日二

同相互トランクに接続替えを行い,∴苺接続試験を行っ

たのちレジスタに復1ロ

発行i

し

1
､
lを

ユ
▲
､

1 て復旧する∴ その後

が送受器をおろすと,共同杵値トランクより発信

者および被呼者に呼JL代言号を道上1iする｡被呼老が送受器

をあげてな答すると呼け1†`-‡けが停止するので,発†言者は

信け停止を確かめて送受器をあげ通話状態i･こほいる..｣

5.3 出中継接続

(単独加入者あるいは共同加入者から･一両M,ユあるいは

中心局経由の=中継接綻)

発イ言者が発信音を聞いてダイヤルを行うまでほ上記

(1)項の場合と同様である｡この場合レジスタは第1数

字計数蓄積後,H一仲継接続であることを識別し,ただち

にマーカを起動する｡マーカは今発信レジスタリンク

を菜紬]して捕捉されている田中継線装置と発イi~i老とを,

スイッチフレームのクロスバスイッチ2段を て接蹴

し,二重接続試験せ有ってレジスタに復旧表示を送出し

たのち復旧するこ レジスタ･はマーカからの復旧表示を受

けるとただちに復旧する.｡発信レジスタリンクはレジス

タの復旧とともに復旧するしそれ以後の加入者のダイヤ

ルインパルスほすべて出中継線装吊で中継されて中心㍑

に送‖される

5.4 入中継接続

着信があると入中継線 ソタスジレ入に.ちたたよ町田

クを起動するu 入レジスタリンクほ空レジスタを選択捕

捉し入中継繰装置とレジスタとの間にリンクを作り,中

心局からのダイヤルインパルスをレジスタに受け入れる

回路を作る｡入中継呼の場合の受信インパルス数l･よ"C"

が除かれ"ⅩⅩⅩ''の3数字である｡レジスタほこの3

数字を計数蓄積ののちマーカを起動する｡マーカほ被呼

者が話中あるいは受話器外しでないかどうかを試験し,

中あるいは受話器外しでないときは,着信のあった入

中継線装置と被呼者とを,スイッチフレームのクロスバ
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スイッチ2段を経て接綻する..接続完丁後,マーカは二

接続試験を行って,レジスタに復IH表ホを送fL_=ノたの

ち復旧する〔つレジスタはマーカからの復l口表ホを受ける

とただちに復旧する.｡入レジスタリンクはレジスタの復

旧によって復旧する｡中心局中継台よ侶甜込兼≠入中継

兼装~置を総て着信があると,被呼者が話中であると否と

にかかわらず接続され,すなオ)ち話中の場合は∴屯接続

され,割込通話が可能であるノ

5.5 試験人中継接続

(小心相

接続)

鹸台より_甲.独加入者,一代=Ⅷl人者への試験

中心斤,).試験台より試験トランク己･こポイi言かあると,ト試験

トランクは入レジスタリンクを起動する一以卜,上記5.4

項の場合と同様に接続されるが,この場合.試験トランク

よりマーカへ試験接続 ホを転送するので,て-カは被

呼者が話中あるいほ受話招外しであィ′-)ても接続を行って

復旧する｡接続が完了すればl-l一心r.~-)のi拭政子手より従来と

同様に加入者電

C

と
｣
ノ

一
-
J

才･

機回路,加入者番組名など行稚の淵級を

5.る ハウラ音ならびに空番号接続

上記のほかに本自動交換機ほ送受需外しの場合のハウ

ラ普接続,空番号ダイヤルのときの空滞り･トランク接続

などを行う｡ハウラー音接続にほ2掩鷹拉)接純がある｡すな

二わち加入者が 受器外しあるいはダイヤルを途■いで放菜

した場合,レジスタほこれを時限によ′-)て監視⊥10秒な

いし20秒ののちマーカを起動する-_ て一カはハウラトラ

ンクを捕捉し該加入者をこれに接続する_.被呼老木応答

および通話終~r後の受話機外Lの場合ほ.｢=..1内トラン

グでこれを時限iこよって監視し,30秒ないし60秒のの

ち日用勺トランクほハウラ回路を起動して発い者にハウ

ラ晋を送汗-する,_

発H者が牢番けをダイヤルした場合,それが-~F一位空番

一号のときはレジスタでそれを識別し.ただちにマーカを

起動する｡マーカは空番片トランクを捕捉し,該発信者

をスイッチフレームのクロスバスイッチ2段を経て接縦

する｡.百位以下の型番片町場合ほレジスタは全数字′受イFキ

後マーカを起動する(⊃ マーカほ発イ1i老が行ったダイヤル

番号を,ナンバグループiこよって空番けであることを知

って,該発信者を上記とl■司様iこして窄帝リートランクに接

続する｡空番号トランクは中心局まで延長され,中心局

内台に接続されている

る.スイッチング方式の採用

さきに たように中心長かこ対してダイヤ/しの第1数

宇目を送らなければならない机 この数字を迷子liする~方

法としては

(1) レジスタセソダカ式

昔‡4岡 トラフィックダイヤグラム

第5図 回 線 網 構 成
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(2)スイッチングカ式

(3) レベル転送方式

の3方法が考えられる｡(1)の方法ほ加入者がダイヤル

したイン/くルスの全数字を,まずレジスタに蓄積し,

◆`C''によって甘端局内かどうかを識別して,自端局外

の場合にはセンダによって全数字を中心局に送?11する方

法である{｡したがってこの二方式でほセソダ川路を必要と

する∴(2)の方法は本日動交換機に採川したカ法で5.

で詳記したように,首局内接凝であっても,必ず一一度=

しい継線 躍,したがって巾心局の人中経線装躍を捕捉す

るので,これらl-1｣継線装矧こ加わる無効呼是がご_とずると

いう難∴】よがあるが,セソダ回路を設ける必要ほない｡

(3)の方法としては種々考えられるが,ミニマムポーズ

の間あるいは全パルス送fll終了のあとなどに"C"の数,

すなわち,端局で消費した第1数字(SXSでいえば第

1次セレクタのレベル)を転 する方式であり,各種の

方法が考えられ,今後の研究課題として検討中であるの

で,本稿ではレジスタセンダ方式とスイッチング方式に

ついて比較を行う.ニ

レジスタセンダ方式笹よれは,センダ回路から新しく

イン/くルスを発生するので,中心局へは常に標準のメー

を持つインパルスを送ることができる｡一方スイ､ソ

テング方式によれば,加入者電話機のダイヤルインパル

スが途中修正されることなく,そのまま中心局まで伝送
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第3表 イン㌧ペルス送出方式の経済比較

第41巻 第8号

函館レジスタは入レジスタセノダを考慮

イン/くルスセソダ方式のレジスタはすペてレジスタセソダ形式

*印欄はスイッチング方式による開局時を100%とした比較である

されるが,中心局区画内ではイン㌧ペルス伝送回路の条件

はそれほどきびしくないので,あえて高価なレジスタセ

ンダを設ける必要ほない｡ただし機器数の算揖について

ほ,スイッチング方式でほ無効呼量を,レジスタセソダ

方式ではセソダ部分の保留時間を考慮しなければならな

い｡したがって以下,函館地区におけるトラフィックよ

り,所要機器数を算出して経済比較を行うこととする｡

弟4図に函館地区のトラフィックダイヤグラムを,弟

5図に函館地区の回線網構成を示す｡

いま,

(1)呼畳はすべて10%の群変動率を見込むものとす

る｡

(2)拝見分に対する呼量は実装時の5%増しとする｡

(3)機器数算出はすべてモリナの式により呼択率

1/200として計算する｡

(4)通話保留時分はすべて100秒とし,レジスタの

保留時分は1数字につき2秒(ただし1数字の場合ほ

3秒)とする｡

(5)マーカの動作時分ほ1数字分とする｡

(6)函館局に屈する端局,森局,木古内局,長万部

局の回線数は,それぞれ200回線,300回線,400回

線とする｡発信呼量はすべて2.5HCS/SUBとし,こ

のうち,自局内和互通話呼量は1.5HCS/SUB,ほか

は中心局へもしくは中心局経由の出中継呼とする｡

以上のことを仮定して,函館 およびその奇瑞局にお

ける所要機指数を比較すると弟3表をうる｡この表より

開局時,終局時ともに明らかにスイッチング方式がイン

パルスセソダ方式より所要機器数が少なくて折み経済

的である｡

7.障 害 転 送

本日動交換機ほ無人尚として設計されているので,も

し五稜郭局において障害が発生した場合は,保守老の常

駐する中心局へその内容を転送しなければならない｡そ

のため障告転送装置を設け,これにより12種類の障害を

中心局に転送できるように考 した｡

本臼動交換機は障害が発生した場合ほ,その種類に応

じて監視信号盤に表示されるが,運用上これらを次の6

種類にまとめて転送する｡

(1)交換機重要障害

主ヒューズ断

共通制御l口l路全障害など

(2)交換機普通障害

呼出信号発生回路一部障害

トランクヒューズー部断など

制御回路復旧不良

信号機障害

者架ヒューズ断

(6)ライン/ロックアウトの異常状態

さらに現在このほかに交換機以外の障害として火災警

報,ドアの開放なども本障害転送装置を利用して中心局

へ転送している｡

中心局では障害を受信すると,保守者に障告受信のあ

ったことを知らせるためベルを鳴動させる｡転送された

瞳の告障 中心局交換機の試験盤に表示されるように

なっている｡また,障害が転送後復旧すると,その旨を

ただちに転送し,すでに転送された表示を坂消すように

なっている｡したがって,中心局では常にそのときその

ときの障告状態を知ることができるわけである｡また,

もし保守上一度障害があれば,たとえそれが回復しても

障害表示を残しておきたい場合は,障告転送装置l勺で簡

単に接続替えを行えばそのようにすることもできる｡こ

の場合,中心局からの電鍵操作によりすでに転送されて

いる障告が回復しているかどうかを確認することができ

る｡さらに中心局における電鍵操作によって障告 示を

何度でも転送させることができるので,転送された表示

に間違いがないかどうかを弓-1心局でチェックすることも

できる｡

また,本装置は動作の確実を期するために回路上も特

にリレー式を採用し,障害転送装置あるいほ転送回線に

万一障害が発生すると,中心局ではただちにその旨を保

守老に 示して万全を期している｡

8.トラフィック測定

また本日動交換機の持つ特長の一つは,トラフィック

測定装置が設けられていることである｡この 置により

加入者および中継線の呼数,呼量ならびに中継線のあふ

れた呼数が測定できる｡トラフィックの測定は交換機を

よく,しかも加入者サービス向上のための主要なデ

←ターを与えるものである｡特にその局に収容されてい

る加入者あるいほ中継線の状態の変化により,取扱う呼

に変動を生じた場合,この変動量を知り,それに即応して

常に交換機を能率よく運転するためにきわめて 要なこ

とである｡とりわけクロスバ交挨機は,これら測定によ
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第4表 トラフィック測定の種類

第6図 呼呈測定原理図

って得たデータ一に従って,ナンバグループのジャンパ

をトラフィックが平均化するように決めれば,非常に合

理的に運転できる方式であるため,トラフィック測定の

利点を最高度に発揮することができる｡それゆえ負荷の

不平衡をなくすためにも,また加入者の

要求に対する裏付け

話機数増加の

料をうるためにも,トラフィック

測定はきわめて有用なことである｡特に中継繰への呼で

あふれた呼数ほ,貴重なデーターであるにもかかわらず

SXS方式でほ測定することが閑雅であるが,本日動交換

機ではクロスバ方式の特長を役立たせ,合.哩的にこの測

定を行っている〕弟4表ほ本臼動交換機において測定で

きるトラフィックの種類を示したものである｡測定の方

法はきわめて容易で,あふれた呼数および動作回数の測

定ほ,直結形の度数計により,運んだ坪数は′くッチソグボ

ードで接続した度数計により,また呼量の測定はあらか

じめ測定内容に応じたパターンに従って布線されたパッ

チソグボードをマルチジャック端子に按綻し,所定時間

ののちに度数計に登算された読みにより,簡単な計算を

行って求めることができる｡たとえば自局内トランクの

ある時間における呼最を知りたい場合は,売る図に示す

ように各自局内トランクの話中 示端子T【1～T-25を,

それぞれM-1～M-25端子に,またM-26とⅣト28を,

Mト27とM-29をそれぞれパッチソグボードにより接続

する｡トラフィック測定装置のSt接点は,30秒に1回メ

第7図 AXC-3C形ク

ロスバ交換機(1)
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第8囲 AXC-3C形ク

ロスバ交換機(2)

ークし,そのメーク期間中にロータリスイッチのワイパ

(W)が1回転して全トランクを走査し,話中のトランク

の数だけ度数登算する｡したがって,もし測定の結果度

数計の読みが

A度数計では 120

B度数計では 1,050

とすると

測定時間は 120×30秒×

呼量は 1,050×30秒×

60秒

1

100

=60分

=315HCS

となる｡

また,パッチソグボードほ数個用意され,それぞれ異

なったパターンで布擬されている｡したがって必要に応

じて各種の呼数および呼量ほ,単に′ぺッチソグボードの

取替えにより容易に測定が可能である｡

9.装置の概要

弟7図および弟8図ほ,本白動交換機の正面図を示し

たものである｡正面に有機ガラス製のカ/ミーを取付けた

防塵キャビネット形の,高さ3,245mmの架10架およぴ

2,735mmの架1架合計11架から成っている｡各架には

主要装置として,それぞれ下 の装置が実装されている｡

0号架(スイッチフレーム架) 4架

クロスバスイッチおよび加入者リレー群

1号架(マーカ架) 1

マーカリレー群,障害記録装置およびそれに付

随する試験盤

2号架(ナンバグループ架) 1架

ナンバグループリレー群およびジャンパ端子群
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3号架(レジスタ架) 1架

レジスタ,レジスタリンクおよぴそれに付随す

険盤

4号架(レビータ架) 1架

出入中継繰装置およぴそれに付随する試験盤

5■り▲架(監視信号盤架) 1架

監祝信号装吊,自局内トランク,ハウラトラン

クなど

6号架(トラフィック測定装置架)1架

トラフィック測定装置,さん孔機

7号架(中間配線盤架)

中間配線用端子群

これらの 装を第9図に示す｡
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第12図 レジスタ動作限界

弟10図ほ,本臼動交換機の各架の配置を示したもの

である｡本自動交換機に使用される機召割もクロスバス

イッチ(20VXlOH),ワイヤスプリングリレー,WM形

リレー,リードリレー,双子接点平形リレー,有極リレ

ーおよびロータリスイッチである｡
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第14図 自局内トランク漏話減衰量

10.性 能

弟Il～14図にそれぞれ山中継線装置インパルス中継

ひずみ,レジスタ動作限界,冒局内トランク通

および白局内トランク漏話減衰量を示す｡
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減衰量

弟5表は各位接続動作に要するマーカの保留時分を示
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日立造船株式会社技術研究所

大阪市此花区桜島北之町

第5表 マ ー カ 保留時分

961

自局内接続

出 中継接7抗

人中淋接続

220ms (~410〕

450ms 〔620J

220ms

260ms

()内はリサイクルを行った場合

したものである｡｡

1】.結

185ms

380ms

180ms

210ms

上述したように,木目動交換機は日本国有鉄 におけ

る新い､回線網構成と番号計担如こ従った無人クロスバ端

局として,所期の目的を達成することができたのである

が,さらに技術の進歩に伴い 査検討を加えていく所存

である｡また,木目動交換機の運用にあたっての保守成

については,稿を改めて御批判を仰ぎたいと′l且ってい

る｡

歳後に,たびたび御指導,御援助をいただいた日本国

有鉄道来通信課長,盛岡鉄道管理局永井 気部長ならび

に関係各位,および日立製作所戸塚工場中野

関係各位に深く感謝する次第である｡
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